
No 職　種 氏　　　名 性別 年齢 住　所 推薦団体 所　属

1 NC放電加工機工 佐
　さ　と　う

博 幸
ひろゆき 男 ４５

仙台市
太白区

一般社団法人みやぎ工
業会

プラスエンジニアリング株式会社
仙台事業所（村田町）

2 アーク溶接工 鈴 木
す ず き

勝
まさる 男 ４８ 大河原町

一般社団法人宮城県溶
接協会

東北三和鋼器株式会社（柴田町）

3 建築とび工 開 沼
かいぬま

真 生
ま お 男 ４３

仙台市
青葉区

一般社団法人宮城県建
設専門工事業団体連合
会

株式会社松居組（仙台市青葉区）

4 建築大工 伊 藤
い と う

重
しげ

德
のり 男 ７１ 登米市

一般社団法人宮城県建
設職組合連合会

伊藤建築（登米市）

5 造園師 阿 部
あ べ

浩 章
ひろあき 男 ６３

仙台市
太白区

一般社団法人宮城県造
園建設業協会

有限会社阿部造園
（仙台市太白区）

6 木製建具製造工 吉 田
よ し だ

富 雄
と み お 男 ７３ 気仙沼市 宮城県建具業連合会 株式会社四戸（気仙沼市）

7 味そ製造工 後 藤
ご と う

正 信
まさのぶ 男 ５２ 加美町

宮城県味噌醤油工業協
同組合

有限会社今野醸造（加美町）

8 畳工 佐 々 木
さ さ き

崇
しゅう 男 ４６ 大崎市 宮城県畳業商工組合 佐々木畳工業　艸々庵（大崎市）

9 日本料理調理人 大 沼
おおぬま

幸 夫
ゆ き お 男 ５７

仙台市
太白区

一般社団法人宮城県調
理師会

仙台ターミナルビル株式会社
ホテルメトロポリタン仙台
（仙台市青葉区）

10 金属製建具取付工 女 鹿
め が

陽
よう

二
じ 男 ４７

仙台市
太白区

一般社団法人日本サッ
シ協会　東北支部

女鹿サッシ工業株式会社
（仙台市太白区）

※令和6年11月1日現在

令和６年度宮城県卓越技能者（宮城の名工）受賞者名簿



令和６年度　宮城県卓越技能者表彰　受賞者概要

氏   　 名 所　　属

性別・年齢 所在地 作業の様子・製作物など

居住市町村 電話番号

4

建
築
大
工

伊藤　重德
いとう しげのり

男・71歳

登米市
56

伊藤建築

〒987-0511
登米市迫町佐沼字大網379-9

0220-22-6644

○技能の概要
和風住宅の建築を主に手掛けており、特に日本の伝統的な屋根

形式である、入母屋造の建築を得意としている。現在も建材の加
工を手作業で行い、顧客の要望に柔軟に対応した家づくりを行っ
ている。

住宅建築だけでなく、より高度な技術が必要となる神社仏閣等
の伝統的建築も手がけており、登米市の弥勒寺、若鮨牛神社、大
念寺及び仙台市の国宝大崎八幡宮の神輿殿など、多くの寺社の新
築・改修工事を手掛けた経歴を持つ。伝統的建築に精通する技能
者として、日本建築士連合会より伝統的技能者表彰を受けてい
る。
　
○後進の育成・業界への貢献

住宅建築工事で共に仕事をした後進に対し、建築技術の指導を
行っており、これまで20～30人の後進を指導してきた。

地域の宗教文化の象徴である神社仏閣の建て替えや修繕保守を
担い、地域の歴史文化の継承に貢献している。

職業訓練指導員として建築の技術指導を行い、後進の育成に貢
献した。

3

建
築
と
び
工

開沼　真生
か い ぬ ま ま お

男・43歳

仙台市青葉区

25

株式会社　松居組

〒980-0003
仙台市青葉区小田原六丁目
8番41号

022-262-7551

○技能の概要
各現場において提案を行い、生産性・安全性の向上と工期短縮

に貢献している。現在施工中の現場で「BIM」というコンピュー
ター上の立体モデルを利用した施工計画・作業手順書を作成する
新方式を取り入れ、従来の平面図から立体図になったことによ
り、現場の作業能率向上・工程短縮・品質向上に貢献している。

地上13階建の住居棟工事では、「移動式ユニット」の考案によ
り、移動の手間が省け、70日掛かる予定が半分の35日で完了し
た。作業の平準化や、上下作業を無くしたことによる安全性の向
上等、作業能率の向上に貢献した。

○後進の育成・業界への貢献
自ら培った経験と技能を指導書「新入社員へのアドバイス」と

してまとめ、「安全に関する知識」「緊急時の対応」「コミュニ
ケーション能力と責任」等について、新入社員研修及び若手社員
研修の講師として指導育成を行っている。

安全衛生研修会では、現場での安全衛生管理についての講師を
務めている。

2

ア
ー
ク
溶
接
工

鈴木
す ず き

　勝
まさる

男・48歳

大河原町

31

東北三和鋼器株式会社

〒989-1606
柴田郡柴田町船岡字山田1-7

0224-55-2621

○技能の概要
水道管の溶接などで必要になる、裏波溶接（外側からの溶接だ

けで内面まで溶かし込み、裏側から溶接を施したように溶接ビー
ド（溶接の際に発生する溶接痕の盛り上がり）を出す）と呼ばれ
る技法を得意とし、内側の溶接面を滑らかに出すことができる。

また、回転させながら均一に溶接するため、高度な技術（溶接
時の角度・速さ・出力の調整）を必要とする送電鉄塔の溶接作業
を得意とし、高度な技能で高品質な製品造りに貢献している。
　
○後進の育成・業界への貢献

社内において、保有する技術者としての知識・技能者としての
高い技能をもって後進技能者への溶接技術・技能の指導を行い、
資格取得並びに競技会入賞等に貢献している。

近隣高等学校のインターンシップ、みやぎクラフトマン２１事
業において、溶接技能を指導し、後継人材の育成・確保に尽力し
ている。

No
職
種
名

従
事
年
数

技能・功績の概要

1

N
C
放
電
加
工
機
工

さ と う ひ ろ ゆ き

男・45歳

仙台市太白区

26

プラスエンジニアリング
株式会社　仙台事業所

〒989-1304
柴田郡村田町大字村田
字西ケ丘21

0224-83-5620

○技能の概要
　新技法の開発を行い、従来の微細穴放電加工ではアスペクト比
（穴直径と深さの比率）は50が限界であったところ、アスペクト
比100を加工可能な技術を確立し、売上増に貢献した。
　各工程の加工者の段取りや加工に要する作業時間をデータ化
し、自部署の交代勤務（早番・遅番）の勤務内容を分析して、生
産性向上に取り組み、最終的に生産性を２倍にする改善を実現し
た。これにより交代勤務の解消が可能になり、全社的に日勤のみ
の勤務となった。
　加工対象の材料や形状から加工設定の目安を確認できるデータ
ベースを作成し、作業時間短縮と業務効率向上に貢献した。

○後進の育成・業界への貢献
　技能検定委員を務め、県内の金属加工業界の技能向上に多大な
る貢献をしている。
  職業訓練指導員免許の取得や、ものづくりマイスターの認定を
受け、勉強会やものづくり体験教室で講師を務めるなど、後進の
指導に尽力している。



令和６年度　宮城県卓越技能者表彰　受賞者概要

氏   　 名 所　　属

性別・年齢 所在地 作業の様子・製作物など
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技能・功績の概要

8
畳
工

佐々木
さ さ き

　崇
しゅう

男・46歳

大崎市

28

佐々木畳工業　艸々庵

〒989-6136
大崎市古川穂波8丁目-14-43

0229-22-5889

○技能の概要
技能グランプリで金賞（厚生労働大臣賞）及び銀賞を受賞する

など、全国規模の畳製作の大会で高い評価を得ている。
伝統技能を使った畳製作にこだわり、耐久性に優れた質の高い

畳を提供しているほか、畳床（芯材）に必要な稲ワラを自ら集
め、宮城県産本わら畳床を作り続けている。

文化庁が認定した選定保存技術保存団体である、一般社団法人
文化財畳技術保存会に所属し、神社、寺院などの伝統的建造物の
畳修理や加美町の松本家住宅などの指定文化財建造物の修復工
事、また数寄屋建築茶室畳製作などを数多く手がけている。

○後進の育成・業界への貢献
宮城県畳業商工組合の理事として技能向上委員を務め、各種講

習会を開催しながら組合員の技能向上と技術の継承に尽力してい
る。

ものづくりマイスターとして派遣され畳店へ技術指導を行い、
また、学校教育機関へのものづくり体験教室の講師を務めるな
ど、後進の育成・技能の継承に貢献している。

7

味
そ
製
造
工

後藤
ご と う

　正信
まさのぶ

男・52歳

加美町

29

有限会社今野醸造

〒981-4222
加美郡加美町下新田字小原5

TEL 0229-63-4004

○技能の概要
味噌醸造の要である米麹造りを得意とし、各工程の改良を重

ね、米麹の品質を高め、味噌の色調を鮮やかに、組成を滑らかに
改善し、商品価値を向上させた。後藤氏が中心となって製造する
味噌は鑑評会で高い評価を得ており、全国味噌鑑評会で優秀技術
者表彰2回、本場仙台味噌醤油鑑評会では優秀技術者表彰5回の受
賞歴を持つ。

製造工程全体を統轄し、製造方法や衛生管理マニュアルを整備
し、記録管理を徹底して実施した。特に、味噌中の生菌数に影響
する麹造りの工程を重視し、米麹の培養中に行う送風で菌が増え
ないよう、工場内の衛生管理を徹底した結果、製品中の生菌数を
通常の味噌の1/100レベルに減少させた。

○後進の育成・業界への貢献
本場仙台味噌醤油鑑評会の審査員として、また、みそ技能士会

の役員として、宮城県の味噌業界全体の技術力向上と品質向上に
大きく貢献している。

宮城県味噌醤油工業協同組合で実施している、仙台みそ博士の
出前授業に講師として参加している。

6

木
製
建
具
製
造
工

吉田　富雄
よしだ とみお

男・73歳

気仙沼市

57

株式会社四戸

〒988-0832
気仙沼市瘻槻181

0226-22-3281

○技能の概要
釘を使わず接着のみで様々な模様を表現する組子細工と呼ばれ

る技術を得意とする。
国登録有形文化財・気仙沼市指定有形文化財男山本店店舗保存

修理工事において、外部木製上げ下げ窓の復旧再現に当たり、框
や格子の割り付け・上げ下げ部分の納まりや金物との取り合いな
ど、津波で破損した現物を緻密に調査し、熟練した技術で今では
使われていない金物や仕組みを正確に再現して、保存修理に貢献
した。
　
○後進の育成・業界への貢献

社内で行われている勉強会と技能講習会で講師を務めており、
若手技能者の技能検定取得のために積極的に活動している。

社内では若手社員を指導育成し、２級技能士資格取得に貢献し
た。また、木製建具制作の作業手順マニュアル作成を推進し、若
い世代が作業しやすい環境づくりを積極的に行い、後進の指導育
成に貢献した。

5
造
園
師

阿部
あ べ

　浩章
ひろあき

男・63歳

仙台市太白区

42

有限会社阿部造園

〒982-0826
仙台市太白区三神峯
二丁目8-15

022-245-3936

○技能の概要
仙台市の定義如来西方寺五重塔の庭づくりでは、強風から建造

物を守る防風林の機能を持たせつつ、五重塔周辺の自然環境と融
合した風景として、多くの観光客から親しまれている。

第40回全国都市緑化仙台フェアで、仙台市指定有形文化財の伊
達政宗ゆかりの茶室である、「残月亭」が移築された際に、茶庭
の設計・施工を担当した。
　
○後進の育成・業界への貢献

技能検定試験造園職種において、技能検定補佐員および技能検
定委員として後進技術者の指導育成に貢献している。

一般社団法人宮城県造園建設業協会の副会長兼理事として運営
に携わっているほか、担い手育成委員会総括責任者として、様々
な指導にあたっており、特に公園樹・街路樹剪定技能講習会では
講師を務め、後進の指導育成に貢献している。

園芸科の高校生を対象に３級技能士検定合格へ向けた技術指導
を行っているほか、学校用務職員の技能向上のための研修講師も
務めるなど、業界の発展に貢献している。
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10

金
属
製
建
具
取
付
工

女鹿　陽二
め が ようじ

男・47歳

仙台市太白区

26

女鹿サッシ工業株式会社

〒982－0841
仙台市太白区向山2丁目14-8

022－266－0742

○技能の概要
部材を所定の位置に取り付ける、最も品質を左右する作業であ

る建て込みを得意とし、一般的に建て込み精度は±２㎜まで許容
範囲であるところ、建て込み精度０㎜を目指して妥協せず、根気
強く取り組んでおり、どの現場でも高い完成度を維持している。

作業時間の短縮と高品質を両立させており、顧客から信頼を得
ている。両立のために他業種とのコミュニケーションを密に取
り、前段取りを済ませておくことで効率よく作業を進められるよ
うに調整し品質・生産性の向上に努めている。
 
○後進の育成・業界への貢献

技能検定受検者を対象とした講習会では、講師として実演指導
を担当しており、社内外問わず後進育成に貢献している。

せんだいメディアテークの改修工事や仙台空港の東日本大震災
時の大規模改修、仙台医療センター建替え工事など、様々な宮城
県内の公共建築物の工事に貢献している。

9

日
本
料
理
調
理
人

大沼　幸夫
お お ぬ ま ゆ き お

男・57歳

仙台市太白区

38

仙台ターミナルビル株式会社
ホテルメトロポリタン仙台

〒980-0021
仙台市青葉区中央1丁目1番1号

022-268-2525

○技能の概要
仙台曲がりネギ・仙台白菜等の伝統野菜と仙台牛等地産地消の

食材を融合させた料理を提供しており、特に伝統野菜を取入れた
会席料理を調理する技能については、業界で第一人者と言われて
いる。

日本料理技能向上全国大会で大会会長賞を受賞するなど、高度
な技能を有している。

仙台市と歴史姉妹都市である宇和島市の両市で開催されたイベ
ントでは、宇和島市の食材を使用したメニューを考案し紹介し
た。

○後進の育成・業界への貢献
東北割烹研究会の理事（現副会長）として若手調理師に日本料

理技術やホテル料理の技術指導を行っている。また、宮城調理製
菓専門学校において、外部講師を務めており、日本料理について
指導している。

宮城県日本調理技能士会理事として「青年料理技能向上コン
クール」を企画するなど、調理師の地位向上に貢献している。


